
令和２年度 岩塚小学校学校評価について 
区分 評価目標 重点的な手だて 自己評価 改善に向けての方策 評議員の意見 

１ 
 
 

学 
 
 

習 
 
 

指 
 
 

導 

① 基礎・基本を定
着させ、それを活
用することができ
るようにする 

・ 学習習慣の確立を
図る。 

Ｂ 

○ 「ぐう・ぺた・ぴん」を合い言葉
に、姿勢を正して話を聞くことを意
識させることができている。 

● 集中力が持続せず、声掛けが必要
な児童がいる。 

・ 支援を必要として
いる児童について
は、保護者と相談し
ながら支援方法を工
夫したい。 

 

 ・ 復習に取り組み、
学力の定着を図る。 

Ｂ 

○ 国語・算数たしかめテストを実施
し、基礎的な学力の定着を図った。 

● 複数の教員による、きめ細かい指
導（ＴＴ指導）をもう少し充実させ
たい。 

● 学習内容が身に付いていない児童
には、放課の時間に指導、課題を与
えたが、成果が得られるまでには至
っていない。 

・ ＴＴ指導や個別の
指導の様子を保護者
にも学校だより等を
通して伝えていきた
い。 

・ 今後、児童が日常
的にタブレットを活
用するためのよい方
法を考えていく必要
がある。 

 

② 自分の考えをも
ち、互いに伝え合
うことができるよ
うにする。 

・ 授業の中で話し合
いの場を設定し、意
見の交流をする。 

Ｂ 

〇 市教委が作成した「なかまなビジ
ョン」を基に、机の並べ方を工夫し
たり、伝える内容を準備させたりし
たことで、話し合いを取り入れた授
業に取り組んだ。 

● コロナ禍で、活動に制限があり、
昨年度に比べて話し合いの場を充実
させることができなかった。 

・ コロナ禍の中でも
話し合いや意見交流
ができるように、話
し合いのルールや座
席配置などを工夫し
て取り組みたい。 

 

③ 自分の健康・安
全について、子ど
も一人一人が考
え、生活すること
ができるようにす
る。 

・ 保健指導や食育指
導を充実させる。 

Ａ 

○ 栄養教諭との連携を図り、１年と
６年で栄養指導を行った。 

〇コロナ禍であり、社会情勢を踏まえ
て、マスクの着用や手洗いなど健康
管理について考えることができた。 

● 身体測定の際には、測定だけでな
く健康に関わる指導を十分に行うこ
とができなかった。 

・ 自分の身長や体重
の伸びを確認させる
ことで、成長に気付
かせる。 

・ 年間を通して全学
年の食育指導を行い
たい。 

 

２ 
 
 

児 
 
 

童 

① 学校のルールを
守って、きまり正
しい生活をするこ
とができるように
する。 

・ 「岩塚小学校 み
んなのきまり」など
を生かし、学校のル
ールの徹底を図る。  

○ 児童の様子をとらえ、一人一人に
学校生活のルールを指導することを
心掛けた。 

● 自分本意で行動をし、友達を困ら
せてしてしまう児童がおり、その都
度指導した。 

・ 誰もが安心安全に
生活できるよう、ル
ールの遵守を週目標
の指導やポスターの
掲示などを通して徹
底させたい。 

 
 
 
 
 
 
 



 
 

指 
 
 

導 

 ・ 基本的生活習慣の
定着を図る。 

Ｂ 

 ・ 学校の取り組みを
学校だより等で積極
的に発信し、理解と
協力を求めたい。 

 

② 自他のよさを知
り、互いに尊重す
ることができるよ
うにする。 

・ 一人一人が活躍で
きる学校行事・学級
活動を工夫する。 

 

Ａ 

○ 異学年児童が交流できるようペア
学年によるグループを編制し、活動
に取り組んだ。「ペア縄跳び」や
「ペア大縄大会」などで、活動する
ことができた。 

○ 運動会では、コロナ禍である中、
例年とはやり方を変更したが、児童
に適切な指導を行い、児童にとって
満足感を得られるものにすることが
できた。 

○ 係活動や委員会活動の場で、他の
人のためになるという思いをもたせ
る活動ができた。 

・ 本年度はペアグル
ープでの活動中心で
あった。上級生、特
に 6年生が全校児童
の前で活躍する場を
設定したい。 

 

 ・ 誰もが楽しく学校
生活を送れるよう、
教育相談や支援に取
り組む。 

Ａ 

○ ６月の学校再開後、月１回「心と
からだのチェックリスト」の取り組
みや、年２回の教育相談や学校生活
アンケートを通して、一人一人の児
童の様子をとらえ、指導・助言をす
ることができた。 

○ 必要に応じて保護者と相談した
り、子ども応援委員会・カウンセラ
ー・児童相談所と連携・相談したり
した。 

・ 子どもの様子にさ
らに目配りし、教師
側から児童へ積極的
に声掛けする。 

・子ども応援委員会や
児童相談所と積極的
に連携・相談してい
きたい。 

 

３ 
 

安 
心 
・ 
安 
全 
な 
学 
校 

① 防犯・防災につ
いて知識をもち、
安全に生活しよう
とする。 

・ 防犯・防災に備え
る。 

 
Ａ 

○ 防犯教室を開き、不審者対応やサ
イバー犯罪への注意喚起を行った。 

○ 避難訓練で、地震や火災だけでな
く津波を想定した訓練も計画的に行
った。 

・ 子どもたちが「自
分の命は自分で守
る」という防犯・防
災に対する意識を高
められるように指導
していきたい。 

 

 ・ 事件・事故に的確
に対応する。 

 
 

Ａ 

○ 事件・事故が起きた際、原因を明
らかにし、繰り返されないように教
職員で共通理解し、子どもへの指導
をすることができた。 

・ 些細なことを見逃
すことなく、危機管
理の意識をもって、
指導していきたい。 

 

４ 
 

保 
護 
者 
や 

① 地域の人と、親
しみをもって、安
全に生活すること
ができるようにす
る。 

・ 挨拶運動を推進す
る。 

Ｂ 

○ 児童会の活動として、毎日挨拶運
動をすることができ、挨拶に対する
意識を高めることができた。 

● マスクをしているため、挨拶が聞
こえにくい、声に元気や明るさがな
い。 

・ 挨拶活動を継続
し、進んで挨拶でき
る子どもを育ててい
きたい。 

 
 

 



 

地 
域 
と 
の 
協 
働 

● 毎月１回進んで挨拶することを週
目標にしているが、十分できてはい
ない。 

・コロナ禍の中でも明
るい表情で挨拶する
ことの大切さを道徳
や学活、日常の中で
粘り強く指導してい
く。 

 ・ 地域の方の協力を
得ながら安全な登下
校ができるよう指導
する。 

Ａ 

○ ＰＴＡ、地域の方に交通安全や見
守り活動によって、子どもたちが安
全に登下校することができた。 

○ 「分団カード」を用いて、子ども
たち自身が登校の様子を振り返るこ
とができた。 

・ 交通安全の意識を
強くもたせるととも
に子どもたちが地域
の方々に感謝する気
持ちを育てたい。 

 

② 地域の特色を知
り、地域の一員と
しての意識をもつ
ことができるよう
にする。 

・ 地域の「自然・
人・文化」の教材化
を図り、それを活用
する。 

Ａ 

○ 地域の方を講師に、田植えはでき
なかったが、稲刈りに取り組むこと
ができた。 

○ 総合的な学習を中心に、地域に伝
わる祭りについて、学ぶ機会をもっ
た。 

○ 本年度開校８５周年を迎え、本校
の歴史を学ぶことができた。また、
ＰＴＡから記念品が配付された。 

・ 地域学習を通し
て、地域の一員とし
ての意識を高めさせ
る。 

３年…きねこさ祭り 
５年…米作り 
６年…学校の歴史 等 

 

５ 
 

開 
か 
れ 
た 
学 
校 

① 学校教育の様子
を分かりやすく伝
えることができ
る。 

・ 保護者に、学校生
活を参観する機会を
適切に設ける。 

Ｂ 

○ コロナ禍であるものの、感染対策
を適切に行ったり、取り組みの仕方
を工夫したりして、学校行事や授業
参観の機会を設けることができた。 

・ 今年度は年１回と
なってしまった授業
参観の開催方法を、
廊下からの参観や学
年を２つに分けて別
日に開催するなど工
夫し、年４回行う予
定。 

 

 ・ 各種たよりを定 
期的に発行する。 

Ｂ 

○ 学年だよりで・学校だよりを定期
的に発行し、行事の予定や学校行事
の様子を伝えることができた。 

● ホームページの定期的な更新がで
きず、十分に活用ができなかった。 

・ 各種たよりやホー
ムページを有効的に
使い、取り組みを知
らせていきたい。 

・ 今後、ＩＣＴを活
用した伝達方法の整
備を進める方向であ
る。 

 


